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（高推数１）

◎解答欄には，答のみを記入しなさい。

第１問題　次の計算をしなさい。

　⑴　
2 3

1

3 4

1

4 5

1

# # #
+ +

　⑵　( ) ( )a b a b b2 3 2 2 3
# ' #-

　⑶　
( ) ( )x y x y

3

2 3 5 4

2

3 2 3 2- -
-
- - + +

　⑷　( ) ( ) ( ) ( )x x x x1 2 5 4 1+ + - + +

　⑸　 7
21

1

28

3
-f p



（高推数２）

第２問題　次の問いに答えなさい。

　⑴　��3�つの数�a�，b�，c�について，a�b�＜�0�，a�b�c�＜�0�のとき，a�，b�，c�の符号の組み合
わせとして正しいものを，次のア～エの中から選び，記号で答えなさい。

　⑵　�方程式� x x3 4 6 02+ - = �を解きなさい。

　⑶　�下の図のように，ある建物に縦� 73 ｍ，横�5�ｍの長方形の壁があります。
　　　�縦� 7 ｍ，横�2�ｍの長方形のタイルＡと，縦� 7 ｍ，横�1�ｍの長方形のタイルＢを

それぞれ�5�枚ずつ使って，すき間なくしきつめます。タイルのしきつめ方は全部で
何通りあるか求めなさい。ただし，タイルが重なり合ったり，壁からはみ出したり
しないものとします。

a b c

ア ＋ ＋ －
イ ＋ － ＋
ウ － － ＋
エ － ＋ －

5�ｍ

73 ｍ



（高推数３）

　⑷　�下のような分数の列があります。
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　　　このとき，
10

7 �は一番左から数えて何番目の分数か答えなさい。

　⑸　�Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｉの�9�人が�10�点満点の計算テストをしたところ，
結果から次の《１》～《６》のことが分かりました。
　《１》�9�人の平均点は�6�点。
　《２》Ｃは�4�点。
　《３》最高点は満点でＥだけ。
　《４》Ａ，Ｆ，Ｈ，Ｉの�4�人は同じ点数で，Ｃよりも�3�点高い。
　《５》Ｅの次に高い点数は�9�点。
　《６》ＣとＢ，Ｄ，Ｇの点数の差は，それぞれ順に，2�点，3�点，5�点。
以上のことから，計算テストの得点の箱ひげ図として正しいものを，次のア～オの
中から選び，記号で答えなさい。

ア

イ

ウ

エ

オ

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10



（高推数４）

第３問題　
　右の図のように，1�から�6�までの数字が書か
れたカードが�1�枚ずつあります。この�6�枚のカー
ドの中から�1�枚のカードを取り出し，書かれた
数字を�a�とします。そのカードを元に戻してから再度�1�枚のカードを取り出し，書かれ
た数字を�b�とします。このとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　�点 (�a�,�b�) が関数�y x
6

= �のグラフ上の点である確率を求めなさい。

　⑵　��x�についての�1�次方程式�a x b1+ = �の解が整数となる確率を求めなさい。

　⑶　�a b- �の絶対値が素数となるのは何通りあるか求めなさい。

1 2 3 4 5 6



（高推数５）



（高推数６）

第�４問題
　次の徳子先生（以下徳）と崇君（以下崇）の会話文を読み問いに答えなさい。

徳：まずは円の性質について復習しましょう。円とはどのような図形ですか。
崇：円とはある�1�点からの距離が等しい点でつくられる図形です。
徳：�よく覚えていますね。では円が先に描かれていて，その中心を作図で求めるときの

手順についてもおさらいしておきましょう。

　　　この作図で得られた�2�本の垂直二等分線の交点が円の中心となります。

崇：�そうか！垂直二等分線は�2�点からの距離が等しい点でつくられる直線だから，それ
らの直線の交点は�3�点Ａ，Ｂ，Ｃから等距離の点になるのか……つまりその交点は
円の中心になりますね。

徳：�そうだね。その円の性質を逆に利用して垂直二等分線の式を求めてみましょう。原
点Ｏを中心とする半径�5�の円をつくり，下の図のように円周上に�3�点Ａ，Ｂ，Ｃを
とります。

【手順】
　①：円周上に自由に異なる�3�点をとり，それらをＡ，Ｂ，Ｃとする。
　②：�弦ＡＢ，ＢＣ，ＣＡのうちいずれか�2�本の弦の垂直二等分線を作図する。

x

y

Ｏ
Ａ

Ｂ

Ｃ

-4



（高推数７）

崇：�中心が原点Ｏで半径が�5�だから，�x�軸上の点Ａと�y�軸上の点Ｂの座標はそれぞれ
（ⅰ） �と�（ⅱ） �になります。

徳：じゃあ，円周上の点Ｃの座標はわかるかな。
崇：��x�座標が�-4�で，y�座標が正の値であることに注意すると，点Ｃの座標は�（ⅲ） �に

なります。
徳：正解！では，次に線分ＡＢの垂直二等分線の式を求めてみましょう。
崇：難しいな……ヒントを下さい！

徳：�線分ＡＢの中点Ｍの座標は� ,
2

5

2

5b l�です。このヒントでわかるかな？

崇：なるほど！線分ＡＢの中点Ｍと点�（ⅳ） �を通るから，求める式は�（ⅴ） �です。
徳：よくできました！
　　図形の性質はグラフの問題でも使えるから，しっかり覚えておきましょうね。

　⑴　�（ⅰ） �～�（ⅴ） �にあてはまる最も適切なものを，次のア～シの中から選び，記
号で答えなさい。

　　　ア：(�0�,�0�)　� イ：(�-4�,�2�)　� ウ：(�-4�,�3�)　� エ：(�-4�,�4�）
　　　オ：(�3�,�0�)　� カ：(�5�,�0�)　� キ：(�0�,�3�)　� ク：(�0�,�5�)
　　　ケ： y x= 　� コ： y x=- 　� サ： y x2= 　� シ： y x2=-

　⑵　�線分ＢＣの垂直二等分線の式を求めなさい。



（高推数８）

第５問題
　下の図において，点Ｐ，Ｑ，Ｒはそれぞれ，円に内接する四角形ＡＢＣＤの辺ＡＢ，
ＢＣ，ＡＤの中点です。また，直線ＱＰと直線ＤＡの交点をＭ，直線ＲＰと直線ＣＢの
交点をＮとします。このとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　4�点Ｍ，Ｎ，Ｑ，Ｒは�1�つの円周上にあることを，次のように証明しました。

〈証明〉
　△ＡＢＣにおいて，点Ｐ，Ｑはそれぞれ辺ＡＢ，ＢＣの中点であるから
　中点連結定理より
　 （ⅰ）
　ゆえに
　 （ⅱ） �＝�∠ＡＣＢ　…①
　同様に△ＡＢＤにおいて，点Ｐ，Ｒはそれぞれ辺ＡＢ，ＡＤの中点であるから
　中点連結定理より
　 （ⅲ）
　ゆえに
　 （ⅳ） �＝�∠ＡＤＢ　…②
　ここで，∠ＡＣＢと∠ＡＤＢはともに弧ＡＢに対する円周角であるから
　∠ＡＣＢ�＝�∠ＡＤＢ　…③
　①，②，③より
　 （ⅱ） �＝� （ⅳ）
　また，2�点Ｑ，Ｒは� （ⅴ） �に関して同じ側にあるので
　円周角の定理の逆より，4�点Ｍ，Ｎ，Ｑ，Ｒは�1�つの円周上にある。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｍ
Ｒ

Ｎ

Ｄ

Ｐ

Ｑ



（高推数９）

　　　�このとき， （ⅰ） �～� （ⅴ） �にあてはまる最も適切なものを，次のア～シの中
から選び，記号で答えなさい。

　　　ア：ＰＡ∥ＣＤ　　　イ：ＰＱ∥ＡＣ　　　ウ：ＰＲ∥ＢＤ
　　　エ：∠ＡＲＰ　　　　オ：∠ＡＭＰ　　　　カ：∠ＭＣＮ
　　　キ：∠ＰＢＮ　　　　ク：∠ＰＱＢ　　　　ケ：∠ＰＮＱ
　　　コ：直線ＡＣ　　　　サ：直線ＢＤ　　　　シ：直線ＭＮ

　⑵　ＡＣ＝�2�a�，ＢＤ＝�2�b�，ＭＰ＝�c�とします。
　　　このとき，線分ＮＰの長さを�a�，b�，c�を用いて表しなさい。






